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名古屋市内における
浸水対策について
～ハード対策とソフト対策～

平成３０年 ６月２１日
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本日の内容

１．都市型水害の背景

２．名古屋市における近年の水害

３．総合的な浸水対策

① ハード対策による浸水対策

②ソフト対策による浸水対策
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１．都市型水害の背景
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名古屋市の降雨の傾向

平成2９年７月１２日の集中豪雨（大曽根駅周辺）

１．都市型水害の背景



平成12年
東海豪雨

2000年以降に発生した集中豪雨

※名古屋地方気象台データ

50mm/時 以上の集中豪雨発生回数

名古屋市の降雨の傾向

100mm/時 レベルの
集中豪雨も頻発

１．都市型水害の背景
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平成16年
集中豪雨

平成20年
8月末豪雨

平成24年
8月末豪雨

平成25年
集中豪雨

平成26年
集中豪雨
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0
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平成29年
集中豪雨

約2年に1回
のペース



都市化の進展による浸透面積の減少
１．都市型水害の背景
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都市化の進展

１/３に減少

出典：名古屋市都市計画写真地図（名古屋市北部）

1967（昭和42年） 2010（平成22年）
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２．名古屋市における近年の水害

２．名古屋市における
近年の水害



豪雨名
項名

平成12年
東海豪雨

平成16年9月
集中豪雨

平成20年8月末
豪雨

平成25年9月
豪雨

平成29年7月
豪雨

（世
帯
数
）

被
害

床上 11,142 287 1,237 253 14

床下 23,292 1,585 9,950 4,975 91

合計 34,434 1,872 11,187 5,228 105

（ミ
リ
）

降
雨
量

60分最大 105.5 107.0 113.0 108.0 106.0

180分最
大

247.0 181.5 214.5 130.0 172.6

観測点
緑土木
事務所

瑞穂土木
事務所

北土木事務所
西土木事務所

北土木
事務所

宮前ポンプ所

備考
外水氾濫
内水氾濫

内水氾濫 内水氾濫 内水氾濫 内水氾濫

近年の集中豪雨による浸水被害
２．名古屋市における
近年の水害
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東海豪雨による浸水状況
２．名古屋市における
近年の水害

浸水区域

最大1時間降雨量 ９７．０ミリ

総降雨量 ５６６．５ミリ

降雨の状況
（２０００年９月１１日～１２日）

被害の状況

※名古屋の平均的な年間降雨量：約１６００ミリ

床上浸水 １１，１４２世帯

床下浸水 ２３，２９２世帯
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平成20年8月末豪雨の降雨量
２．名古屋市における
近年の水害
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浸水区域

最大1時間降雨量
(北土木事務所観測)

１１３．０ミリ

総降雨量
(熱田土木事務所観測)

３１８．０ミリ

降雨の状況
（２００８年８月２８日～２９日）

被害の状況

※名古屋の平均的な年間降雨量：約１６００ミリ

床上浸水 １，２３７世帯

床下浸水 ９，９５０世帯
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３．総合的な浸水対策



ハード対策による浸水対策
－ 緊急雨水整備事業の実施 －

1時間50mmの降雨への対応
⇒ 市域全域を対象

原則1時間60mmの降雨への対応
⇒東海豪雨や平成20年8月末豪雨などにより著しい浸水被
害が集中した地域、都市機能が集積した地域を対象
⇒緊急雨水整備事業として実施

⇒名古屋地方気象台における過去最大の1時間降雨量
97mm（東海豪雨時の記録）に対して
床上浸水の概ね解消を目指す

３．総合的な浸水対策
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西 区 

 

中 村 区 
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緊急雨水整備事業の整備状況
３．総合的な浸水対策

凡 例

平成29年3月末時点

主な施策が完了した地域

主な施策が未完了の地域



雨水貯留管の建設

名古屋駅周辺の巨大な雨水トンネル「名駅南雨水調整池」

（内径：4.25m，延長： 1.3km，貯留容量：約18,300 m3）

３．総合的な浸水対策
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３．総合的な浸水対策

雨水排水ポンプの増強

鳴尾ポンプ所の雨水排水ポンプ増強

排水量：約17m3/秒 → 約26m3/秒



名古屋駅

中川運河

P

名古屋城

凡例

：大規模雨水調整池
との接続（予定）

：広川ポンプ所

：既存雨水調整池
（流下管）

：大規模雨水調整池

：広川ポンプ所
への流下管（予定）

P

：流下管計画箇所

名古屋中央雨水調整池
（名古屋市最大の雨水調整池）

 既存施設とのﾈｯﾄﾜｰｸ化

 流下貯留方式の採用

名古屋中央雨水調整池

貯留量：約104,000㎥

深 さ ：約50m

内 径 ：5,750㎜

延 長 :約5,000m
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３．総合的な浸水対策

堀川



広川ポンプ所

 排水能力：毎秒13㎥

 深さ：約60m

 中川運河への連続排水
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３．総合的な浸水対策



平成25年9月4日豪雨による名古屋市千種区大和地区の浸水について

平成20年8月末豪雨時 平成25年9月4日豪雨時

平成25年9月4日
豪雨時の実績

豊年雨水調整池
約3,400㎥貯留

事業
完了後

【緊急雨水整備事業の概要】

豊年雨水調整池 貯留量 約3,400㎥

（平成24年度稼働）

大和地区

浸水被害
軽減

同規模の
豪雨発生

緊急雨水整備事業の対象地域
図

浸水対策事業による効果
（名古屋市千種区大和地区）

３．総合的な浸水対策
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平成29年7月豪雨を受けての対策
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・ 下水道本管の増径

・ 雨水ますの増強・増設等

３．総合的な浸水対策

緊急雨水整備事業の対象エリア外
の地区においても豪雨による被害
を検証し、必要に応じてきめ細やか
な対策を実施。

厳しい財政状況のもと、行政による
ハード整備には時間的および財政
的に限界がある。

ハード対策だけではなく、市
民・事業者の「自助」・「共助
」の促進とそれを支援するた
めの情報収集といったソフト
対策の強化・充実が重要

しかし…



ソフト対策による浸水対策

雨水(あまみず)情報の提供

洪水・内水ハザードマップの活用

雨水流出抑制の推進

３．総合的な浸水対策
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ＳＮＳの活用

～主なソフト対策～

簡易水防工法による浸水対策

雨水ますの清掃



ポンプの運転状況の表示

運転中 停止中

雨水（あまみず）情報の提供
～ 排水ポンプの運転状況 ～

３．総合的な浸水対策
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気象・防災情報の
リンクの集約

排水ポンプ
運転状況の公表



雨水（あまみず）情報
～名古屋市水防システム（ＮＩＣＯＳ）～

３．総合的な浸水対策
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３．総合的な浸水対策
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ＳＮＳの活用
～ 名古屋市防災アプリ～

名古屋市における地震災害および洪水災害の防災情報や帰宅支援
情報をスマートフォンやタブレットで確認できます。
GPS と連携して情報を表示できるので、災害時にはもちろん、
実際に市内を歩いての防災訓練や事前学習に活用できます。
現在位置周辺の被害想定や避難所情報がカメラ画像に合成表示さ
れます。 iPhone

iPadの方

Androidの方
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３．総合的な浸水対策
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ＳＮＳの活用
～ なごや減災プロジェクト～
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「洪水・内水ハザードマップ」の活用
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３．総合的な浸水対策

25

内水はん濫が起きた場合
の浸水深を色分けして示
しています。

アンダーパス等の浸水時の
危険な箇所を示しています。

マップを見て日ごろから避難場所までの経路を確認し、
いざという時に備えましょう。

避難所を示しています。
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雨水流出抑制

浸透・貯留量を増やすために

雨水流出抑制の推進
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雨水流出抑制の推進

雨水流出抑制の対策例

雨水タンク

トレンチ管
浸透ます

透水性舗装

＜開発に伴う流出抑制対策の実施＞



雨水浸透・貯留量の減少

※ 名古屋市環境局「水の環復活2050なごや戦略」より抜粋

雨水流出抑制の推進 ３．総合的な浸水対策
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プランターとレジャーシートによる方法

簡易水防工法による浸水対策
３．総合的な浸水対策
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巻いて、完成

簡易水防工法による浸水対策
３．総合的な浸水対策
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水のうによる対策も
可能です



雨水ますの清掃
３．総合的な浸水対策
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ご清聴ありがとうございました
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